
1. 生まれながらの物理学者！  同意してもらえて良かったです！ただし、これからの講
義で、もっとそう思うようになることを確約します！ 
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 彫刻家のミケランジェロは作品は
石の中に既にあってそれを取り出す
だけなのだ、という表現をしていま
す。それに似ていると思います。頭
の中には既に取り出されていない物
理法則があるのだという気がします。 
 

  

多くの人が指摘してくれたように、他にも、自然と埋め込まれた法則がザクザクあるのだと思います。 

2. 勉強法・講義のこと  昨日の、教員間のミーティングである先生が、「プールサイドで教                             
                        えても、泳げるように

ならない」と言われま
した。意味は、練習が
必要ということです。 
 他の講義でも実践していることは、とてもいい練習になると思います。ぜひ、大学

卒業まで続けて、技術として身につけてください！！！今後、本や人の話から、情 

 そういうことも、実践してだんだんわか
ることです。それを実感しながら、修正し
て、正しい技術を身につけましょう！ 

そういうとき、どう対策すればいいかも考えてみて下さい。協力します！ 

3. その他 テレビ番組は、他の人と話をするときの共通言語です。だから、できるだけ使いたいです。 

ゼミの説明では「電脳コイル」を使
いますし、物理学概論では「ハッチ
ポッチステーション」にちょっと登
場してもらいます。 

意外にガンダムが好きな人が（女性でも）多いことがわかりまた！ 

いい指摘だと思います！組み合わせの数は膨大です。 
新たな組み合わせが新
しいものの見方を切り
開くことは多いです！ 

アートと物理、映画と物理…… 
海洋と圧力…… iPhone と落下運動…… 

 物理学が明らかにしてきたのは、この
世界のルールです。ゲームをする時に
ルールを知ることが必要なように、現実 
 世界で生きるときに必要な知識です。 

人間はコンピュータで一生懸命計算して、明日の天気を予想しています。それなのに、自然は、特に計算す
ることも無く、明日の天気が実現しています。個人的には感動的にルール(物理法則)を実感させてくれます。 

 物理学実験では、最初の方で、長さを測ってもらいます。すると、一人ひとり、結果
が違います。それが同じ結果になる、と思うのは、今の学校教育の欠陥の一つだと思い 
                                    ます。 

この気持ち、ぜひ、大事にしてく
ださい！民主主義の根幹です！ 

報を積極的に取得する時に役立ちます！！！つまり自分でどんどん勉強できるようになるということです。 



4. 落下運動 

      月に行くのには、
ムチャクチャお金がかかってい
ます。しかし、こうして皆さん
の理解が進むなら安いかも知れ
ません。 

 ちなみに、物理を長
年やっていると、同時
に落ちるのが当たり前
の頭になっています。
脳に埋め込まれた常識
は書き換え可能です！ 

 同じ説明でも、人によって反応が違うのは当たり前！だけど、残念なのは、「私の大嫌いな物理」が理解
しない理由になっていることです。固定概念が邪魔していることです。ＬＡっぽくないところです。固定概
念から自由になりましょう！そして、自分の経験と照らし合せて、それと結びつけて考えてください！ 

 式で書けることは、
みんな言葉で説明可
能です！式の方が簡
単だから使ってます。 
 でも、皆さんは言
葉の方が慣れている
ようです。そこで言
葉で説明しましょう。 

まず、速さと時間と進んだ距離の関係について考えます。同じ速さなら、時間が経てば経つほど、進む距
離が長くなります。今度は、同じ時間で考えましょう。すると、速ければ速いほど進みます。なぜかって?
それは「速さ」をそう決めたからです。次に、ガリレオが見つけた落体の法則とは、落下するときに速さ
が時間と共に増していくという法則です。この二つを組み合わせましょう。進む距離は、時間が経つほど
長くなるのでした。ところが、そのとき、時間が経てば速さが増すので、時間が経つと速さが一定の時よ
りも、もっと進むことになります。時間が経てば経つほど、進む量が多くなるのです。そういうことです。 

 まさしく、落体の法則を体験したので
すね！落ちるボールを見てもわかりにく
いけど、自分で落ちると速度がどんどん
増していくことがわかるのでしょうね！ 

 落ちるもの同士を紐で結ん
で、というのは、天才ガリレ
オのすばらしい発想です！ 

 とてもいい視点で
す！ガリレオの時代は
ビデオも時計も、もち
ろん、ストップウォッ
チもありません。どう 

やったのか、考えてみてください。また、現代は、道具が科学技術を進展させ、科学技術が道具を進歩させ
ます。これらが車の両輪となって、新しい技術がどんどん生まれる環境にあります。それは、いいことです。
しかし、問題もあります。どんな？？！ 

 このコメントの発想はすば
らしいと思います。同じ形な
ら空気があっても抵抗が同じ 

であろうから、
空気があっても
同時に落ちるの
ではないか！？ 

なんと、ガリレオと同じ発想ですよ！すばらしい！ただ、実際には、 
重力に対する抵抗力の大きさが重要なので、（実際にはやっていないと言われている）ピサの斜塔からの
木の玉と鉄の玉の落下実験でも、鉄の方が先に落ちることになります。ガリレオはそれも説明しています。 

 いい質問です。大体、 
時速２００km です。 


